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1　は　じ　め　に

スカシユリは栽培期間が高温であると生育・切花品質が

低下することから，夏期冷涼な気象の青森県には好適であ

る。本県におけるスカシユリの採花期は7月上旬～中旬で

あるが，作期拡大を図るために，球根の長期冷蔵による秋

出し栽培について検討した。

2　拭　験　方　法

（1）供試品種：tl清津紅”，ttエンチャントメント”

tt明鏡”，tt小田切黄透し百合”

（2）定植時期：①7月15日，⑧7月25日，③8月5日

は）球根の冷蔵と栽培法

昭和60年；前年の11月20日に湿ったおがくずで包み，定

植時期まで－2℃±1℃の冷蔵庫に貯蔵した。定植5日前

に出庫して，4～5℃で順化し，所定の時期に雨よけハウ

スに定植した。定植後は黒色の寒冷紗（遮光率51％）で被

覆した。

昭和61年；前年の12月3日に湿ったおがくずで包み，定

植時期まで－2℃±1℃の冷蔵庫に貯威した。定植3日前

に出庫して，約3℃で順化し，所定の時期に雨よけハウス

に定植した。雨よけハウスは天井に黒色の寒冷紗（遮光率

51％）を張り，定植床は黒色ポリマルチを被覆した。また，

定植後は黒色の寒冷紗（遮光率51％）で披覆した。

表1採花期と切花品質（昭和60年）

14）載積様式：　うね幅120cm，株間15cm，条問lSc町3

粂植え。

（5）施肥鼻（全量基肥，吻ね）：堆肥200，苦土垂焼

リン12，苦土石灰20，Nl，P2051，K201

16）区制：　2区制　1区24球

3　結果及び考察

川　気温の推移

雨よけハウス内の半句別の最高気温と最低気温の推移を

図1に示した。2か年を比較して見ると，昭和60年が昭和

61年より，定植直後の7月4半句から9月2半句まで高温

で推移している。
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図日　雨よけハウス内の半句別最高気温
最低気温の推移

品　 種
定 植 時 期

1 球 当 た り 定 植 時 期 ～ 採 花 期 （月 ・日） 萌 芽 最 盛 ～

採 花 最 盛
切 花 長 彙 数 花 数 切 花 重

（月 ・日） 球 根 垂

（グ）

萌 芽 最 盛

（日 ）

姶　　 最 盛　　 終 （日 ） （用 ） （枚 ） （個 ） （タ）

清　 津　 紅

7 ．1 5 27 ．1 7 8 ．2 6　　 8 ．2 7　　 9． 3 3 6 4 5．7 8 6 ．9 3 ．5 2 9．9

7 ．2 5 27 ．5 9 9 ．6　　 9 ．10　　 9．12 3 8 3 7．8 9 3 ．4 3 ．1 2 2 ．6

8 ． 5 28 ．5 8 9 ．2 1　 9 ．2 3　　 9．2 7 4 1 3 0 ．2 8 1 ．5 2 ，5 1 4 ．5

エ ンチャン ト

メ　 ン ト

7 ．1 5 2 7．3 6 9 ．2　　 9 ．3　　 9． 6 4 4 4 8 ．4 10 0 ．1 4 ．1 3 8 ．8

7 ．2 5 1 6．7 6 9 ．10　　 9 ．13　　 9．19 4 4 3 6 ．6 7 8 ．5 2．6 2 3 ．6

8 ． 5 1 7，6 8 9 ．3 0　 10 ． 1　 1 0 ．5 4 9 2 6 ．8 8 2 ．5 2．0 15 ．7

明　　　 鏡

7．15 2 2 ．4 1 0 9 ． 2　　 9 ．5　　 9 ．9 4 2 3 7 ．2 8 1．6 2．4 2 8 ．6

7．2 5 2 9 ．4 1 6 9 ．2 0　　 9 ．2 4　 1 0 ． 1 4 5 2 6 ．3 8 5 ．9 2．2 2 0 ．1

8 ． 5 2 5 ．7 1 5 10 ． 2　 10 ． 7　 1 0 ．14 4 8 2 6 ．4 8 0 ．1 2．1 2 0 ．4

小 田 切

黄 透 し 百 合

7 ．15 1 8 ．3 19 9 ． 7　　 9 ． 9　　 9 ．16 3 7 2 8 ，5 6 0 ．6 1．9 14 ．7

7 ．2 5 2 0 ．9 2 5 9 ．24　 10 ． 4　 10 ．9 4 6 2 7 ．3 5 0 ．9 1 ．3 1 1．2

8 ． 5 2 1 ．9 －
10 ．1 1 10 ．2 3　 1 1．1 1 － 2 1．8 52 ．4 1 ．3 8 ．9

注．採花期：始（20％採花），最盛（50％採花），終（80％採花）
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表2　採花期と切花品質（昭和61年）

定植時期 1 球当た り
球 根 垂

定植時期 ～
肪

採 花 期 （月 ・日） 崩芽最盛～
切花長 葉 数

（月 ・日） （ダ） 芽最盛
（日）

始　　 最盛　　 終 採花最盛
（日）

（用） （枚）
7．15 1 7 ．5 1 9 9 ．6　　 9． 9　　 9 ．17 3 7 3 8．9 87 ．2 2．5

7．2 5 1 8 ．8 1 4 9．1 3　　 9．1 5　　 9 ．18 3 8 4 8．7 8 7 ．6 2．7

8 ． 5 2 0 ．1 1 3 9．2 4　　 9 ．28　 10 ． 1 4 1 4 1．8 8 7 ．9 2 ．4

7 ．15 2 2 ．7 1 5 9．1 1　 9 ．14　　 9 ．18 4 6 4 3．6 9 3 ．5 3 ．2

7 ．2 5 2 0 ．4 2 0 9 ．2 0　　 9 ．29　 10 ．1 4 6 5 5．1 10 0 ．0 2 ．6

8 ． 5 2 4 ．7 1 1 1 0 ． 2　 10 ．6　 10 ．7 5 1 4 7 ．7 9 2 ．9 3 ．4

7 ．1 5 2 5 ．8 2 5 9 ．1 8　　 9 ．28　 10 ．1 5 0 3 8 ．9 8 0 ．8 2 ．9

7 ．2 5 2 6 ．4 2 0 9 ．2 6　　 9 ．3 0　 10 ．4 4 7 4 6 ．1 8 3 ．6 3 ．7

8 ． 5 2 7 ．9 17 1 0 ．1 1 1 0 ．17　 10 ．2 2 5 6 4 0 ．2 8 5 ．8 3 ．9

7 ．1 5 1 5 ．7 3 3 9 ．2 1　 9 ．2 6　 10 ．3 4 0 2 8 ．3 5 8 ．8 1．2

7 ．2 5 1 6 ．3 2 4 9 ．26　 10 ．3　 10 ．1 7 4 6 3 1．4 6 0 ．0 1 ．3

8 ． 5 1 6 ．3 18 1 0 ．9　 10 ．17　 10 ．2 6 5 5 2 9 ．6 5 9 ．6 1 ．2

注．採花期：始（20％採花），最盛（50％採花），終（80％採花）

（2）萌芽日数

昭和60年は，萌芽の早いtt清津紅”，ttエンチャントメ

ント”は1週間前後，tt明錦”は10～16日であったが，

tりJ、田切黄透し百合Mは19～25日で最も日数を要した。昭

和61年は，tt清津紅”，tt明錦”，tt小田切黄透し百合”

の7月15日定植とttェンチャントメント川の7月25日定植

は，2週間前後昭和60年より萌芽が遅延した。定植後気温

が低く推移したためと推察される。

（3）採花最盛期

昭和60年は，7月15日定植のtt清津紅’’は8月下旬，

ltェンチャントメント”，tt明鏡，，，tt小田切黄透し百合”

は9月上旬であった。7月25日定植のIt滑津江叩は9月上

旬，tlェンチャントメント’’は9月中旬，tt明鏡叩は9月

下旬，tt小田切黄透し百合叩は10月上旬であった。8月5

日定植のtt清津紅”は9月下旬，ttエンチャントメント”

tt明鏡”は10月上旬，tt小田切黄透し百台Mは10月下旬で

最も遅延した。昭和61年は，萌芽が2週間前後嘩延した

tt宿津紅”，tt明錦M，tt小田切黄透し百合叩の7月15日

定植とttエンチャントメント”の7月25日定植では，2～

3週間採花最盛期が昭和60年より遅延し，他の区では5～

10日遅延した。萌芽最盛期から採花最盛期までの日数は，

7月15日・25日定植で少ない傾向であった。表1，2に示

すとおり，品種ごとに2か年の各定植時期とも到花日数は，

ほぼ一定しており，定植時期から萌芽最盛期までの日数が

開花の早晩に影響しているものと考えられる。各品種とも，

定植時期を遅くすることにより採花期が遅延して作期拡大

に有効であった。

（4）切花品質

切花長が長いと切花垂も重い傾向であったが，定植時期

と切花長，切花垂との間には一定の傾向は認められなかっ

た。図2にttエンチャントメント”の萌芽最盛期から採花

最盛期までの平均気温の積算温度を示したが∴萌芽最盛期

以後の積算温度が低く推移した昭和61年は昭和60年よりも

切花長が長く，切花垂もまきった。その他の供試品種も同

様の傾向が認められた。

大川l）はスカシユリ系交雑品種を調査し，大部分の品種
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図2　萌芽最盛期後の日数と平均気温の積算温度
の推移（品種－tェンチャントメント〃）

は芽長2～5cnで花芽分化したと報告しているが，スカシ

ユリの秋出しを目的とした本試験では，発芽から萌芽期こ

ろに，既に芽長が5cm以上に適しており，萌芽期までの地

温が花芽分化の早晩に大きく影響するものと考えられる。

このことから，萌芽の早かった昭和60年は，萌芽期までの

地温が高く推移したため花芽分化が早まり，切花長も短い

傾向であったものと推察される。

以上の結果，切花長の長い良品質のスカシユリを生産する

には，定植後の地温と花芽分化期および切花長との関係を

更に検討する必要がある。

4　ま　　と　　め

秋出しスカシユリの定植時期と採花期及び切花品質につ

いて検討した。その結果，「腹に秋植えする球根を－2℃

±1℃で長期間冷蔵し，翌年の7月中旬～8月上旬に定植

することによって，従来の7月上～中旬から8月下旬～10

月下旬までの期間の出荷が可能になり，作期の拡大に極め

て有効であった。供試した4品種中tt清津紅’’，ttエンチ

ャントメント”，tt明鏡”が適応品種と考えられた。

引　用　文　献

1）大川清．1984．スカシユリ系交雑品種の凍結貯蔵．第1

報）茎軸の伸長開始期と花芽分化期について．園学要旨

59秋：294－295．

－342－


